
国際協力プラザ（東京・文京区）では、年間を通して修学旅行、総合学習で国際協力について
学習する小中高生の受入を行っています。詳しくは国際協力プラザWEBサイトをご覧ください。 
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「
家
族
と
地
球
」
を
テ
ー
マ
に 

グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ェ
ス
タ
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
２
０
０
７
開
催 

高
校
生
が
見
た
、
聞
い
た
、
感
じ
た
。
国
際
協
力
の
現
場
　 

Ｏ
Ｄ
Ａ
民
間
モ
ニ
タ
ー（
カ
ン
ボ
ジ
ア
）の
視
察
報
告 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
棚
橋
志
穂
さ
ん
（
青
山
学
院
高
等
部
１
年
） 

（１） インターネットかわら版 平成19年10月22日（月）発行 第６号 

 

　
今
年
で
17
回
目
の
開
催
を

迎
え
る
グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ェ
ス

タ
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
２
０
０
７

（
主
催 : 

グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ェ
ス

タ
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
２
０
０
７
実

行
委
員
会
）
が
「
国
際
協
力

の
日
」
に
あ
た
る
10
月
６
日

に
開
催
さ
れ
た
。 

　
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
「
家

族
と
地
球
」
を
テ
ー
マ
に
外

務
省
、
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
）
、
国
際
協
力
銀
行
（

Ｊ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
）
な
ど
の
国
際
協
力

関
係
機
関
、
ユ
ニ
セ
フ
や
Ｗ

Ｆ
Ｐ
な
ど
の
国
連
機
関
、
草

の
根
的
な
活
動
を
行
う
Ｎ
Ｐ

Ｏ
や
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
約
２
３

０
団
体
が
参
加
し
、
２
日
間
で

述
べ
お
よ
そ
８
万
人
が
来
場

し
た
。
ス
テ
ー
ジ
で
の
イ
ベ

ン
ト
を
は
じ
め
、
各
団
体
の

ブ
ー
ス
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
展

示
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

の
催
し
が
行
わ
れ
た
。
そ
の

ひ
と
つ
に
今
年
の
夏
、
政
府

開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
が
実
施

さ
れ
て
い
る
海
外
の
現
場
視

察
を
行
っ
た
Ｏ
Ｄ
Ａ
民
間
モ

ニ
タ
ー
に
よ
る
帰
国
報
告
会

も
行
わ
れ
、
今
年
度
か
ら
新

た
に
参
加
し
た
高
校
生
の
モ

ニ
タ
ー
報
告
も
行
わ
れ
た
。 

（
詳
細
は
次
ペ
ー
ジ
参
照
） 

・開発途上国のODA事業を紹介するテレビ番組「世界とともに生きる ODA TODAY」（毎週土曜日午前11：45～11：50）もBS JAPANで放送中です。 

　
同
コ
ン
ク
ー
ル
は
学
校
教
育
に

お
い
て
、
開
発
教
育
、
国
際
理
解

教
育
を
行
う
際
に
、
子
ど
も
た
ち

と
教
師
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

取
り
な
が
ら
、
国
際
協
力
と
国
際

理
解
の
必
要
性
に
つ
い
て
学
び
、

啓
発
を
行
う
た
め
の
教
育
ツ
ー
ル

の
募
集
を
教
育
関
係
者
や
一
般
を

問
わ
ず
行
っ
て
い
る
。 

　
今
年
は
映
像
素
材
部
門
、
授
業

実
践
事
例
部
門
、
教
材
部
門
の
３

部
門
が
あ
り
、
映
像
部
門
は
鳥
取

市
立
醇
風
小
学
校
教
諭
長
田
良
一

氏
（
作
品
名 : 

お
に
い
ち
ゃ
ん
の

せ
な
か
）
、
授
業
実
践
部
門
で
は

千
葉
県
市
川
市
立
大
野
小
学
校
教

諭
太
田
美
穂
子
氏
（
学
習
テ
ー
マ : 

持
続
可
能
な
社
会
に
向
け
て
環
境

保
全
に
取
り
組
む
児
童
の
育
成
）

が
そ
れ
ぞ
れ
外
務
大
臣
賞
を
受
賞

し
た
。
（
教
材
部
門
は
外
務
大
臣

賞
の
該
当
作
品
無
し
） 

　中部地域で最大規模を誇り、今年で4回目を迎え
る国際交流・国際協力、多文化共生などをテーマと
したイベント「ワールド・コラボ・フェスタ２００７」が今
年も名古屋市で開催される。 
開催日時は平成19年10月27日（土）・28日　10：00
～18：00。 
　会場では今年の７月、８月に実施され、一般の市民が
開発途上国で行われている政府開発援助（ＯＤＡ）
の現場を視察して、その意義や今後の展開について
考える「ＯＤＡ民間モニター」による視察の報告会も
行われることになっている。 
問い合わせ 
財団法人名古屋国際センター  
交流協力課（民間交流係） 
TEL：052-581-5689 
e-mail:vol@nic-nagoya.or.jp

ワールド・コラボ・フェスタ2007開催 
＜名古屋市＞ 

第
４
回
開
発
教
育
・
国
際
理
解
教
育 

コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式 

人
と
の
か
か
わ
り 

「
絆
」
を
考
え
る
国
際
協
力 

修学旅行で行ってみよう！「国際協力プラザ」 

国際協力プラザ　http://www.apic.or.jp/plaza/
■お問合せ・お申し込み　　国際協力プラザ 
　TEL：03-3947-0491　FAX：03-3947-4492　E-mail：kyouiku@apicplaza.ne.jp 

「家族と地球」をテーマに 
グローバルフェスタＪＡＰＡＮ2007開催 

2007年10月6日・7日 
日比谷公園（東京都千代田区） 

「家族と地球」をテーマに 
グローバルフェスタＪＡＰＡＮ2007開催 

2007年10月6日・7日 
日比谷公園（東京都千代田区） 
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・ODA事業の映像はODAインターネットテレビ http:/ /www.apic.or. jp/plaza/tv/  でご覧いただけます。 
・開発途上国のODA事業を紹介するテレビ番組「世界とともに生きる ODA TODAY」（毎週土曜日午前11：45～11：50）もBS JAPANで放送中です。 

　
今
年
も
実
施
さ
れ
た
、
平
成
19
年
度
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
民
間
モ
ニ

タ
ー
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
エ
チ
オ
ピ
ア
・
中
国
（
７
月
実

施
）
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
・
カ
メ
ル
ー
ン
・
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
（
８

月
実
施
）
の
６
カ
国
に
60
が
派
遣
さ
れ
、
そ
の
う
ち
カ
ン
ボ

ジ
ア
で
は
初
の
試
み
と
し
て
６
人
の
高
校
生
が
参
加
し
た
。 

　
参
加
者
の
１
人
、
棚
橋
志
穂
さ
ん
（
青
山
学
院
高
等
部
１

年
＝
写
真
）
は
10
代
の
視
点
か
ら
今
回
視
察
し
た
Ｏ
Ｄ
Ａ
の

案
件
に
つ
い
て
自
ら
の
感
想
や
、
今
後
の
考
え
を
外
務
省
ブ

ー
ス
の
報
告
会
で
発
表
し
た
。 

ODAインターネットテレビで 
開発途上国の映像を配信 

 「ODAインターネットテレビ」http://www.apic.or.jp/plaza/tv/
では国際協力の現場の映像が配信されており、国際理解教育や開発
教育の教材として、今後の授業での活用が期待される。DVD版も無
料配布されている。 
問い合わせ：（財）国際協力推進協会（APIC） 
電話：03-3947-2491　E-mail：odatv@apicplaza.ne.jphttp://www.apic.or.jp/plaza/tv/

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
８
件
の

支
援
案
件
を
視
察
、
中
で
も

印
象
に
残
っ
た
の
は
ベ
ト
ナ

ム
戦
争
の
名
残
の
不
発
弾
や

地
雷
の
撤
去
の
支
援
と
世
界

遺
産
の
指
定
を
受
け
た
ア
ン

コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
遺
跡
の
修
復

作
業
の
支
援
だ
と
語
っ
た
。 

　
棚
橋
さ
ん
は
中
学
生
時
代

に
学
校
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
フ

ィ
リ
ピ
ン
の
学
校
に
通
え
な

い
貧
困
層
の
子
ど
も
た

ち
の
家
を
訪
問
し
た
経

験
が
あ
り
、
そ
の
と

き
に
„
貧
し
い
“↓„
学

校
に
通
え
な
い
“
↓

„
職
業
に
就
け
な
い
“

↓
„
貧
し
い
“
と
い
う

貧
困
の
サ
イ
ク
ル
に

つ
い
て
関
心
を
持
ち
、

「
ど
う
す
れ
ば
貧
困
を

断
ち
切
れ
る
の
か
？
」

と
考
え
、
今
回
の
カ
ン

ボ
ジ
ア
の
視
察
に
つ
い

て
も
こ
の
観
点
に
基
づ

い
て
視
察
す
る
こ
と
を

心
が
け
た
と
い
う
。 

　
視
察
を
体
験
す
る
ま

で
、
棚
橋
さ
ん
自
身
、

Ｏ
Ｄ
Ａ
は
自
分
に
と
っ

て
遠
く
、
漠
然
と
し
た

イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
が
、

視
察
を
通
じ
て
、
日

本
が
展
開
す
る
支
援
は

国
家
間
の
取
り
決
め
に

も
と
づ
く
大
き
な
計
画

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
人
と
人
の
つ
な
が

り
を
重
視
し
た
内
容
で

あ
る
こ
と
が
印
象
的
だ

っ
た
と
い
う
。 

　
帰
国
後
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
の

支
援
や
貧
困
な
ど
の
問

題
意
識
に
目
覚
め
た
棚

橋
さ
ん
だ
が
、
自
分
の

周
囲
の
人
間
が
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
当

事
者
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し

て
い
な
い
こ
と
に
気
づ
き
、

「
Ｏ
Ｄ
Ａ
は
批
判
さ
れ
が
ち

だ
が
、
批
判
す
る
人
は
自
分

が
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
当
事
者
で
あ
る

と
い
う
認
識
が
薄
い
の
で
は

？
」
と
い
う
考
え
に
い
た
っ

た
。
そ
し
て
、
今
後
の
Ｏ
Ｄ

Ａ
に
は
日
本
の
国
益
に
沿
い

つ
つ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
景
観
や

生
活
を
損
な
わ
な
い
カ
ン
ボ

ジ
ア
の
た
め
の
支
援
を
期
待

し
た
い
と
語
る
。 

　
今
後
棚
橋
さ
ん
は
、
自
分

が
将
来
国
際
協
力
の
仕
事
に

就
い
た
と
し
て
貧
困
を
根
絶

で
き
る
と
は
限
ら
な
い
と
い

う
認
識
か
ら
、
今
の
自
分
に

出
来
る
こ
と
と
し
て
、
こ
の
案

件
に
つ
い
て
の
報
告
で
人
々

に
報
せ
る
と
同
時
に
、
国
際

協
力
に
対
し
て
興
味
を
失
わ

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
を
心
が

け
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
。

自
分
を
は
じ
め
「
知
る
」
と

い
う
こ
と
に
能
動
的
で
あ
る

必
要
が
あ
る
と
思
う
と
発
表

を
ま
と
め
た
。 

高校生が見た、聞いた、感じた。 

国際協力の現場 
～ＯＤＡ民間モニター（カンボジア）の視察報告～ 

高校生が見た、聞いた、感じた。 

国際協力の現場 
～ＯＤＡ民間モニター（カンボジア）の視察報告～ 
2007年10月6日・7日　日比谷公園（東京都千代田区） 

関心を持つことが国際協力への第一歩 

カンボジア視察の様子 

棚橋志穂さん（青山学院高等部１年） 


